
優良ユーザー拡大の取組み 

  
 
 1 官民による啓発活動 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    → R4 シーズンは、上記(1)～(３)により、条例等のルール周知を重点的に実施 

 
 
 
 2 安全宣言ショップ制度（案）について・・・【別紙】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）７月の県下一斉合同パトロール等の機会を通じて、県条例「水難事故等の  

防止に関する条例」の改正、県自主ルール、マナーの啓発・周知を図る。 

（２）水上オートバイにかかる国等の関係機関、民間団体、マリーナショップ等に

リーフレット※を配布し、水上オートバイ安全対策の啓発に努める。 
     ※ 県条例、県自主ルール、マナー等を掲載 

（３）県の取組みに賛同し、ユーザーに対して指導・啓発を行うマリーナショップ

には、リストバンドを配布 

５ 

資料 4 



【別紙】 

安全宣言ショップ制度（案） 

 

 

 

 

事業者（マリーナ・ショップ） 

県（港湾課） 

「安全宣言書」「誓約書（暴力団排除）」届出 

無し 

<届出> 

<共有> 

<実施> 

Ｒ５シーズン 

連絡調整会議（令和４年秋）でのレビュー 

国※、県警、地元市町に情報共有 
※ 海上保安部、神戸運輸監理部 

  事業者による普及啓発活動 【ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞ配布】 
（令和４年 7 月～10 月） 

<検証>  

・事業者による啓発活動の点検 
・国、県、地元市町による評価 

 
問題の有無 

有り 

  事業者による普及啓発活動 【ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞ配布】 
（令和 5 年 7 月～10 月） 

改善要請 

改善効果が見られない 
場合、継続不可 

６ 


